
様式２

学 校 評 議 員 会 議 録

開催日時 平成２６年２月２４日（月） １４時００分 ～ １５時１５分

会 場 北海道八雲養護学校 校長室

出席者数 学校評議員 ４ 名 学校側 ４ 名

八雲町教育委員会教育委員 宮 田 千 秋 校 長 小 林 守
国立病院機構八雲病院理学療法室長 三 浦 利 彦 教 頭 原 田 稔

出席者名 北海道八雲養護学校ＰＴＡ役員 小 出 幸 子 事務長 野 島 浩
八雲病院筋疾患入院者の会会員(本校同窓生) 石 前 翔 平 教 諭 逢 坂 卓 志

校長が意見を求めた事項 学 校 評 議 員 の 意 見

(1) 今年度の教育活動の成果に ・評議員からの意見はなし
ついて

(2) 学校評価の結果について ・図書の効果的な活用の点数が低く、図書が利用しずらい
と感じるが、手の届く範囲に図書が設置されているか。

・障がいの程度により図書を手に持って頁を開くのが難し
い子どもたちもいるので、電子図書をこれから増やして
もらいたい。

・図書の頁をめくるのに時間がかかり、読む気力がなくな
ってしまうので、電子図書を取り入れていった方が良い。

・校内就労体験で作成し配布した各店舗のステッカーは、
今後も継続して作成するのか。貼付していると日焼けす
るので１年間で交換してもらえればと思う。また、デザ
インもおとなしめなのでもう少し派手にしてみてはどう
か。

(3) 学校教育目標の見直しにつ ・目指す人間像で「体やいのちを大事にする人」と記述し
いて ているが、障がいが重い子どもたちは何事にも受ける側、

待っている状態であり自分たちで行動する事が難しく、
この言葉は当然のことであり必要なのかと疑問に思う。

(4) その他 ・八雲養護学校は筋ジス、重身の子どもたちを指導する特
殊な学校で、地域性もあり子どもたちが減るのは仕方な
いが、学校の役割も非常に大事となっているので、セン
ター的機能を発揮するなどこれからも頑張ってもらいた
い。また、この学校で教員の持っている能力を十分発揮
し、個々のモチベーションを上げていってもらいたい。

上記のとおり会議を開催した。
平成２６年 ２月２４日

北海道八雲養護学校長 小 林 守 ,

※ 別の書式により意見聴取の内容を整理している場合は、それを添付し保管すること。
※ 配付資料等を添付し保管すること。


